
り典色した｡三叉神経運動核へのその投射は,他の皿動

核,耶馳前角,額面神経核,舌下神経核,外眼筋支配核

印と同様,ほとんど認められなかった｡

2. 中脳 CaJal間質核および大細胞性,小細胞性赤核

の刺激効果とそこからの温心路｡

あらかじめ350Jの同心円TE極を植込んだ4四のニホy

ザ/レについて,無麻酔,モyキ-チェア内での刺激症灰

を故対し.その後植込み部位に3mAl分間の電流を血

じ挟間炎を作り,そこからの遠心路を Nauta･Gygax

班で追跡した｡CaJal問穴核への刺激症供は頭の回転症

候が主で,大細胞性赤核では四肢の運動が怒き起され

た｡この部位の傷からの上行性逸心路は視床外川後股側

核の吻部および外股側核の局部に主に終止するが,上′ト
胴脚の投射と区別することは出来なかった｡

ニホンザル (Macacafuscata)のphSmil

cortisolのEl周期変動について井

本 閃 敏 彦 (順天堂･医･脈 IJ)

小 林 英 司 (充 大 ･理 ･動物)

+妨14回7'lJ,1-Tス研兜丸 1971年先夫

ヒトにおける副腎皮質ホルモ 3'の分泌丑とその日周期

変動は,多くの研究者,Migeonetal.(1956)千

Perkoffetal.(1959)等によりて調査され,朝に分

泌が多く,夕に少い市が明らかにされている｡サル邦で

は,Masonetal.(1968)は Rhesusmonkeyで

同じように朝に多く夕に少くなる串を報告している｡今

回ニホンザル6拓を使用して,plasmacortlsolの日

周期変動を知り得たので報告する｡また社会的順位と副

腎の透きとの関連に閃し,DavZsetal.(1956)はマ

ウスで,Hayama(1965)はカニクイザルで払い相関

関係がある印を報告しているが,今回ニホンザルでの

plasmacortZsotの一日平均分泌丑と社会的順位との

関連もみてみたのであわせて報告する｡

材 料 と 方 法

材料は一年から半年以上地下ケ-ジ畠に飼育されてい

た=ホンザル,成体85四 (体盃10kg前後),成体91

防 (8kg)で,三方,松応,大平山,苗崎山の各地より

あつめられた｡定皿方法はVanderVies(1961)の

方法に叩じて行な19た｡plaSmaの1回の任用丑は1cc

であった｡血統は主にVenacephallcaの上腕部から

1回約3cLl採血したが前腕部からも採血した｡使用した

サJt,は以脚 こ心理宍験等ですでに monkoychalrに

固定された蛭故をもっていた｡宍舵の測定を始める一週

間前から monkeycllalrに固定し採血しやすいよう

に tralnhg した｡たとえは最初はうでをとりさす.9

てやつたり,注射針を上腕部にさしたり,また予仰の托

血もしたりして採血になれさせた｡日周1g]変動のための

採血は.6広のサルを2四ずつ3つのグJt, -7'にわけ.

3日に一皮ずつ凪は2時間おき夜は3時間おきに時間を

ずらしながら行なった｡サル飼育室は,monkeychair

に田定する以前と同じく,糊6時より夕方6時まで人工

rm明で明かるくし,夕方6時より朝6時までは20Wの屯

球を赤くぬった紙でつつみうすぐらくし,夜間の採血時

にできるだけyロックをあたえないようにした｡採血時

のサルの状態は2,3の例をのぞき安静と思われた｡エ

サは午前中に1回,monkeychairにつけられたエサ

バコに十分いれてやり,水は午前と午後に1回ずつあた

えた｡

社会的順位は p]aSmaCOrt王solの全測定終了後,

maglcmlrrorのついた槻群立に,サルを monkey

cha王rから同時にはなし,エサのとり方,mounting

の様相からその順位を判定した｡約㍍虫にはなして2時

間後にはすでに8についてIiTUt位がはっきりした.3日
間親類を行なったが,そのPm位に変化はなかった｡なお

91頭についてはそのnUI位がはっきりしなかったので除

外した｡

点 異 と 考 顛

1. 日周)胡変動

午前7時にど-ク(24.4llダ/100me)に通し,11時ま

でなだらかにさがり,以後魚敵に午後7時までさがり最

低 (10.7FLg/100me)になり,Masonetal.(1968)

が21匹の Rhcsusmonkcyで 17･OHCSを測定した

結果と同じような曲組になった.またヒトについての

Migeonetal.(1956),Perkoffetal.(1959)等

の結果と同じような幌向の結果を示したことは邦味深

い｡

2. 副腎皮質ホルモン分泌皿と社会的順位

前突験に使用したサルは,過去お互いに密接な按姐を

もつ市なく飼育され,これまでにひとつの〆Jt,-7●とし
て生活したことはない｡そこで本突放では一つのグJt,-
7-として飼育され社会的順位を構成する以前の個々の

plaSmaCOrtisolの分泌丑と,9'ル-7'として生活し

た時の社会的順位との問に何んらかの相関があるかどう

- かなしらべた.社会暇位についてその順位の結果を商い

方からABCDEとすると,plasmacortisolの一日
平均分泌丑の個体の順位は多い方からDEACBであっ

た｡社会的順位と分泌丘の順位をケyドルの相関係数で

みてみると-0.4の逆相関があるが,例数が少いため

と相関自身が低いため有忠な相関とはいえなかった｡

DavJsetal.のマウスの報告では社会順位が市いほ

ど,副腎の盃丑は軽くなっている｡Hayamaのカニク
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イザJL,の突放では,社会mTt位とm腎皮只菰充のおもさは

一致する印をのペている｡今回の穴験で17忠な丑をもっ

て相関関係があるといえなかったが,この〆JI'-7'をさ

らに艮期間飼押したあとで測定すると釣った銃火が柑ら

れるかもしれない｡

水火斡)TSrTにあたり. 71弼その他について ご助汀をいただいた苅XC火

中盟艮蜘研兜TTf桝艮近#円郎故控と,方lLの砿立にご控的 ないただいた
井研大?相打研つた所平Tf打也叩土に柁iIf放します｡
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霊長煩の発声器官に関する系統発生学的

研究

Ali山 杉 宍
加 空で 山 学

(双北大･桐･脈刑)

1)研 究 の 日 的

人邦の大きな特徴の一つとして1f節汀詔の班mがあげ
られる｡布節訂詔を兄するためには.大胴の2つの冒詔

中棺,喉頭発生折詰付,Fj眉,凹列などの形態摂能が総公
的に閃迎している｡この発7日指官の解剖学ならびに出耶

学的研究は,古くは Negus(1926),近年ではDuDrell

(1958)などいくつかあげられるが,芯只刑の系統進化

の級点から考炎を加えた研究はきわめて少ない｡木研究

は,発生常詩TI'の系統;tE化を論ずるときのX礎的研究の,約

-段階の祝賀弓である.

2)計 回

今回の研究は240例の収税周辺の:f･細な比較解剖をお

こなってきたニホンザル (MacacafuscataEuscata

etM.E.yakul)についての生体での喉頭弱を小むに,

呼吸または発声時の1人腰の喉頭周辺について調益をおこ

なった.材料はオス.瓜牧の=ホンザJt,(M.∫.fuscata)

2頭に,班･中麻酔をほどこし油性先で支出砂州を喉Wt

碑へ注入,注入後の呼気,吸穴,発生時の喉珊粥の状願
を軟Ⅹ組,硫Ⅹ放発生泣旺{･あらゆる方向からの糾烈な

おこなった｡またこれと平行してオス･メスの喉頭周辺

の前頭断組拭標本を用いて777即ヒ〆を中心に詳細な純然

をおこなった｡

3)括 黒 と 考 癖

a.喉頭矧土安静呼吸 (quietbreatllhg)での吸息

時,呼息時にはほとんど変化はみとめられず (Fig.1),

僅かながら呼気時において胸骨舌骨筋の前方の喉頭葬の

開口部付近の先粥の狭くなった喉頭へ開口するあたりの

葬が摂動するのが税額された程度であった｡すなわち,

安静呼吸では喉頭矧土呼吸に関与していないものと判断

することができる｡

b.次に,舟孔,口腔を狭搾し,努力呼吸をおこなB

状態での喉研粥の状況を観察した｡その結果,労力吸息

時には畷双頭の退稲が認められ,気茄に教条の放虫ので

きるのが祝賀された｡逆に努力呼息時には喉珊掛土呼息

とともに大きくふくらむのが観察された｡この大きくふ

くらむ状態は外見からの胸部の畔上とともにはっきりと

純系することができた｡努力呼息時のニホyザルのオス

の喉頭頭割土手準大あるいはそれ以上にふくらむ｡
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